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生体が生命活動を維持するには、外界から栄養を取り入れて有効に利用する

ことが必須である。栄養は生命活動の根源であり、摂取すべき栄養素は、炭水

化物、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルの五大栄養素である。これらは、

毎日数十グラムから数百グラムの摂取が必要なMacronutrients(多量栄養素)と、そ

の数百分の一から一万分の一の量でよいMicronutrients（微量栄養素）に分けら

れる。三大栄養素といわれる炭水化物、タンパク質、脂質は多量栄養素にあた

り、ビタミンとミネラルの多くは微量栄養素である。多量栄養素は主としてエ

ネルギーや生体構成材料になるが、微量栄養素は、さまざまな生体機能を調整

する働きを主に担っている。ビタミンは有機化合物で、ミネラルは無機質とい

う違いがあるが、何れも体内で合成されることはないため、必ず摂取する必要

があるという点は共通している。 

栄養管理はエネルギーやタンパク質を中心に語られることが多いが、重要な

調整成分である微量栄養素も、常に十分検討すべきである。今回は、これら微

量栄養素の役割を整理するとともに、外科手術後急性期のビタミン動態や補給

の意義、および胃切除後患者の長期的な鉄のモニタリングを中心に、外科領域

の栄養管理における微量栄養素について考察したい。 
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次回 369回 CNCは、冨松拓治先生のお世話で、平成 28年 7月 11日(月)開催予定です。 


